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９
月
９
日
か
ら
12

日
の
４
日
間
の
日
程

で
、
第
３
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
26
年

度
補
正
予
算
案
７
件
、

条
例
の
制
定
、
改
正

案
８
件
、
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
１
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締

結
１
件
、同
意
６
件
、

請
願
６
件
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
可
決

お
よ
び
委
員
会
付
託

と
な
り
ま
し
た
。
平

成
25
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
は

じ
め
と
す
る
９
件
の

決
算
認
定
は
各
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
質
問
で
は
12
人
の

議
員
が
壇
上
に
て
質

問
し
ま
し
た
。

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）全員

賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
計
補

正
予
算（
第
２
号
）全員

賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
施
設
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
福
祉
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
営
バ
ス
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

議
　
　
案

同
　
　
意

報
　
　
告

請
　
　
願

発
　
　
議

◦
南
伊
勢
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
学
校
施
設
の
開

放
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
社
会
体
育
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
員
賛
成

◦
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成

◦
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

全
員
賛
成

◦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
第
２
号
～
第
７
号
）

全
員
賛
成

◦
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

◦
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◦
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
と
更
な
る
充
実
を
求

め
る
請
願
書（
第
２
号
）

全
員
賛
成

◦「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」

の
着
実
な
実
施
と
教
育
予

算
拡
充
を
求
め
る
請
願
書

（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就

学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請

願
書（
第
４
号
）全

員
賛
成

◦
防
災
対
策
の
見
直
し
を
は

じ
め
と
し
た
総
合
的
な
学

校
安
全
対
策
の
充
実
を
求

め
る
請
願
書（
第
５
号
）

全
員
賛
成

◦
手
話
言
語
法（
仮
称
）制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書（
第
６
号
）

全
員
賛
成

◦
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
し
た
閣
議
決
定
の
取
り

下
げ
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書

（
第
７
号
）

委
員
会
付
託

◦
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
存
続
と
更
な
る
充
実

を
求
め
る
意
見
書

◦｢

教
職
員
定
数
改
善
計
画
」

の
着
実
な
実
施
と
教
育
予

算
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

◦
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就

学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

◦
防
災
対
策
の
見
直
し
を
は

じ
め
と
し
た
総
合
的
な
学

校
安
全
対
策
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

◦
手
話
言
語
法（
仮
称
）制
定

を
求
め
る
意
見
書全

員
賛
成

平
成
26
年

第
３
回
定
例
会
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▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
決
算

▼
平
成
25
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
決
算

平
成
25
年
度
決
算

常
任
委
員
会
付
託

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
，６
６
８
万
２
，０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
96
億
８
，
５
０
８
万
９
，
０
０
０
円
と
す
る
こ
と
を
可
決
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

お
も
な
内
容

■
総
務
費

▼
南
伊
勢
町
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
計
画
書
策
定

業
務
委
託
料

▼
南
伊
勢
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業

補
助
金

▼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
増
設
業
務

委
託
料

▼
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託

料
■
民
生
費

▼
障
害
者
地
域
生
活
相
談
支

援
事
業
委
託
料

▼
民
間
老
人
福
祉
施
設
整
備

補
助
金

▼
保
育
所
施
設
整
備
工
事
費

▼
統
合
保
育
所
建
設
工
事
費

▼
上
下
水
道
加
入
分
担
金

▼
閉
園
記
念
行
事
補
助
金

・
南
島
保
育
所

・
さ
ざ
な
み
園

■
衛
生
費

▼
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
意
向

調
査
デ
ー
タ
作
成
業
務
委

託
料

▼
予
防
接
種
委
託
料

■
農
林
水
産
業
費

▼
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料

▼
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補
助
金

▼
林
道
等
維
持
管
理
委
託
料

▼
産
業
基
盤
整
備
事
業
補
助
金

▼
漁
港
維
持
管
理
委
託
料

■
土
木
費

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

■
消
防
費

▼
水
源
調
査
業
務
委
託
料

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
整
備
関
係
委
託
料

▼
三
重
県
総
合
防
災
訓
練
負

担
金

■
教
育
費

▼
学
校
施
設
整
備
工
事
費

（
小
学
校
）

▼
学
校
施
設
整
備
工
事
費

（
中
学
校
）

▼
ク
ラ
ブ
遠
征
活
動
補
助
金

▼
南
伊
勢
町
久
々
野
交
流
事

業
補
助
金

▼
神
前
中
央
公
民
館
改
修
工

事
費

▼
南
伊
勢
野
球
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
出
場
補
助
金

■
災
害
復
旧
費

▼
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

工
事
費

▼
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復

旧
工
事
費

まちを元気に！（SBP）

東海優勝・全国ベスト 16 !!
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一
般
質
問

異常気象による災害対策は

非常体制で臨む　　町長

問
豪
雨
・
高
波
等
に
よ

る
土
砂
崩
れ
・
浸
水

な
ど
の
災
害
対
策
は
。

答
町
長　

町
全
域
に
わ

た
っ
て
風
水
害
や
地

震
な
ど
に
よ
り
、
甚
大
な
被

害
が
予
想
さ
れ
る
、
も
し
く

は
発
生
し
た
場
合
や
、
津
波

警
報
・
大
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
に
は
、
両
庁
舎

に
全
職
員
を
参
集
さ
せ
、
非

常
体
制
を
と
り
災
害
に
対
応

す
る
。

問
緊
急
時
に
要
援
護
者

の
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
、『
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
柑
洋
苑
』
の
生
活
必

需
品
の
保
管
予
定
は
。

答
町
長　

昨
年
２
月
に

緊
急
受
け
入
れ
に
関

し
て
の
協
定
を
締
結
し
た
。

協
定
で
は
、
可
能
な
範
囲
で

受
け
入
れ
す
る
こ
と
、
期
間

は
原
則
30
日
以
内
と
い
っ
た

こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
要
援
護
者
に
必
要
な

生
活
用
品
等
の
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
今
後
協
議
を
行
う
。防災訓練の様子

整
備
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
　
　
進
ん
で
い
る
　
　
　
町
長

問
平
成
26
年
度
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
60
床
、

地
域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設

29
床
の
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

答
町
長　

介
護
老
人
福

祉
施
設
は
、広
域
型
・

地
域
密
着
型
の
い
ず
れ
の
事

業
者
も
、
県
か
ら
社
会
福
祉

法
人
の
認
可
を
受
け
、現
在
、

施
設
整
備
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
。

急がれる老人福祉施設の整備

そ
の
他
の
質
問

山本芳隆 議員

◦
地
域
活
性
化
に
つ
い
て



－ 5 －

一
般
質
問

福
祉
施
策
の
課
題
と
体
策
は

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
　
町
長

備えが大事

混雑が解消

そ
の
他
の
質
問

問
福
祉
施
策
の
現
時
点

に
お
け
る
課
題
と
対

策
は
。

答
町
長　

児
童
や
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど

福
祉
的
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
対
し
て
必
要
な
支
援
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か

を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
、

ま
た
支
援
す
る
体
制
や
サ
ー

ビ
ス
の
質
・
量
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
き

ち
ん
と
把
握
し
、
評
価
す
る

こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解
消

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
福

祉
課
題
は
、
地
域
課
題
そ
の

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

「
絆
プ
ラ
ン
」の
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

し
っ
か
り
と
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

答
防
災
対
策
は
人
命
に

関
す
る
こ
と
が
最
優

先
と
考
え
て
い
る
。

地
震
・
津
波
対
策
以
外
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害

へ
の
対
策
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。
災
害
時
の
初
動
対
応

も
重
要
だ
が
、
事
前
防
災
・

減
災
対
策
を
し
っ
か
り
進
め

て
い
く
こ
と
が
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
来
年
度
か

ら
の
立
ち
客
に
つ
い
て
は
解

消
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
来
年
４
月
ま
で
の
対

応
と
し
て
、
臨
時
の
28
席
バ

ス
を
10
月
よ
り
１
台
、
平
日

の
み
増
便
す
る
。

問
防
災
対
策
は
、「
こ

れ
だ
け
準
備
し
た
か

ら
、
も
う
安
心
。」と
い
う
こ

と
は
な
い
。
防
災
対
策
に
お

い
て
、
最
優
先
順
位
と
課
題

は
。

問
毎
朝
大
混
雑
し
て
い

る
南
島
地
域
の
伊
勢

方
面
へ
の
通
学
バ
ス
の
改
善

見
通
し
は
。

答
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か

の
案
に
つ
い
て
三
重

交
通
と
協
議
を
重
ね
、
現
在

運
行
し
て
い
る
31
席
の
バ
ス

か
ら
、
新
た
に
48
～
50
席
の

低
床
の
新
型
車
両
を
来
年
４

月
か
ら
運
行
す
る
こ
と
と

岡本　眞 議員

◦
教
育
に
つ
い
て

◦
活
性
化
に
つ
い
て

通
学
バ
ス
の
改
善
は

解
消
し
て
い
く
　
町
長

防
災
対
策
は

　
　
　
万
全
を
期
す
　
町
長
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一
般
質
問

倉田　育 議員

今
後
の
行
政
体
制
は

改
善
・
改
革
に
取
り
組
む
　
町
長

問
当
町
が
誕
生
し
て
来

年
度
で
10
年
の
節
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
町
と
な
っ
た
こ
と

で
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
合

併
時
か
ら
あ
る
と
考
え
る
が
、

多
く
の
町
民
が
関
心
を
持
つ

現
在
の
分
庁
方
式
を
、
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
町
長　

行
政
体
制
に

は
、「
本
庁
方
式
」、

「
分
庁
方
式
」、「
総
合
支
所

方
式
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
当
町
で
は
合
併

の
際
、
２
町
で
の
合
併
で
あ

る
こ
と
、
地
形
的
な
こ
と
な

ど
も
考
え
、
合
併
協
議
の
中

で
総
合
的
に
議
論
が
な
さ
れ

た
う
え
で
、
分
庁
方
式
が
採

用
さ
れ
た
。

現
時
点
で
は
、
分
庁
方
式

を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
し
か
し
、
行
政

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
町
内
の
動
向
も
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
課
題
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
住
民
の
方
々

へ
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
の

無
い
よ
う
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
も
含
め
業
務
の
改
善
・

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

南島庁舎・南勢庁舎

問
南
勢
中
学
校
で
は
、

南
伊
勢
高
校
南
勢
校

舎
と
の
中
高
一
貫
教
育
が
継

続
中
で
あ
る
が
、
教
育
委
員

会
で
は
こ
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た

今
後
の
継
続
は
。

中高一貫教育の南勢中

答
教
育
長　

長
年
続
け

て
き
た
中
高
一
貫
教

育
は
、
一
定
の
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
南
伊
勢
高

校
南
勢
校
舎
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
県

教
育
委
員
会
、
町
教
育
委
員

会
、
小
・
中
学
校
で
構
成
す
る

『
中
高
一
貫
教
育
推
進
会
議
』

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
育

の
検
証
を
行
い
、
発
展
的
な

視
点
で
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
に
入
る
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
は
、
町
教
育

委
員
会
と
し
て
も
推
進
会
議

の
中
で
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

学
校
教
育
の
具
体
的
方
策
は

推
進
会
議
で
協
議
　
教
育
長
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一
般
質
問

手塚征男 議員

問
『
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
真
砂
寮
』
の
高
台

移
転
と
増
床
の
見
通
し
は
。

答
町
長　

本
年
４
月
か

ら
施
設
組
合
と
担
当

課（
医
療
保
険
課
）に
お
い
て

検
討
を
行
っ
て
き
た
。
８
月

に
開
催
さ
れ
た
管
理
者
・
副

管
理
者
会
議
で
は
、
高
台
移

転
と
増
床
に
つ
い
て
合
意
と

な
っ
た
。
今
後
、
組
合
議
会

で
の
決
定
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
費
用
に
対
す
る
負
担
割

合
や
発
注
方
法
な
ど
管
理

者
・
副
管
理
者
会
議
で
協
議

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

急げ高台移転

おいないさ南伊勢

集
客
の
方
策
は

　
　
　
魅
力
を
発
信
　
町
長

問
当
町
の
特
徴
・
良
さ

を
活
か
し
た
集
客
の

方
策
は
。

答
町
長　

町
の
約
６
割

が
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
に
属
し
て
い
る
。
す
ば
ら

し
い
自
然
環
境
を
は
じ
め
海

山
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
原
発
を
止
め
た
町
で
あ

る
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
、
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
、
行
っ
て
み
た
く
な

る
魅
力
の
あ
る
ま
ち
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
り
、

町
内
外
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

◦
通
学
バ
ス
の
改
善
に
つ
い

て
◦
一
次
避
難
場
所
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

◦
二
次
避
難
所
問
題
に
つ
い

て
◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
故
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

今後の見通しは

協議を続けている　町長
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一
般
質
問

松葉和 久 議員

問
振
興
作
物
で
あ
る

キ
ャ
ベ
ツ
・
薬
用
生

姜
・
ネ
ギ
の
近
況
と
今
後
の

計
画
は
。

答
水
産
農
林
課
長

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
は
、

試
験
栽
培
を
行
っ
た
結
果
、

収
益
性
も
確
認
さ
れ
継
続
し

て
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

薬
用
生
姜
に
つ
い
て
は
、

そ
の
他
の
質
問

製
薬
会
社
か
ら
話
が
あ
り
、

試
験
栽
培
を
行
っ
た
が
、
そ

の
結
果
、
計
画
の
３
分
の
１

程
度
し
か
収
穫
で
き
ず
、
害

虫
の
防
除
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
収
穫
減
の
要
因
だ
っ

た
。
製
薬
会
社
と
県
が
協
議

し
、
当
町
で
の
薬
用
生
姜
栽

培
に
つ
い
て
は
断
念
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

青
ネ
ギ
栽
培
に
つ
い
て
は
、

◦
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
散

布
に
つ
い
て

昨
年
度
よ
り
試
験
栽
培
を
し

た
結
果
、
順
調
に
生
育
し
、

大
雪
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。

収
穫
量
は
１
，０
４
１
．９

㎏
（
５
ア
ー
ル
）
販
売
単
価

は
キ
ロ
５
０
０
円
と
な
っ
た
。

配水池の破損は

損傷の可能性がある　町長

問
簡
易
水
道
・
上
水
道

の
配
水
池
と
水
源
地

の
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い

て
、
配
水
池
が
破
損
す
る
こ

と
は
な
い
の
か
。
耐
震
補
強

は
、
ど
の
箇
所
を
重
点
に
補

強
す
る
の
か
。
ま
た
、
水
源

地
の
災
害
復
旧
計
画
は
。

答
町
長　

町
内
に
配
水

池
は
19
か
所
設
け
て

あ
り
、
耐
震
設
計
が
さ
れ
て

い
る
配
水
池
は
5
か
所
、
残

り
14
か
所
に
つ
い
て
は
非
耐

震
お
よ
び
耐
震
診
断
が
必
要

な
配
水
池
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
耐
震

診
断
を
行
い
、
補
強
が
必
要

な
箇
所
を
評
価
し
補
強
方
法

を
決
定
す
る
事
と
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
計
画
に
つ
い
て
、

基
本
方
針
に
対
応
す
る
整
備

計
画
と
し
て
、
災
害
に
強
い

水
道
施
設
の
整
備
を
図
り
、

緊
急
時
に
お
け
る
供
給
体
制

の
確
保
を
推
進
す
る
と
し
て

い
る
が
、
今
後
、
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
再
点
検
を
行
い
地
震
対

策
に
つ
い
て
よ
り
充
実
さ
せ

た
計
画
と
す
る
よ
う
見
直
し

を
図
る
。

美味しい水の配給を

期待の大きい振興作物（キャベツ・青ネギ）

振
興
作
物
の
今
後
は

普
及
拡
大
を
図
る
　
水
産
農
林
課
長
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一
般
質
問

答
町
長　

避
難
行
動
支

援
者
名
簿
の
作
成
及

び
日
常
の
支
援
へ
の
活
用
を

目
指
し
て
、
住
民
情
報
に
住

居
や
津
波
浸
水
区
域
な
ど
を

確
認
で
き
る
地
図
情
報
も
加

味
し
た
住
民
情
報
統
合
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

防
災
の
先
進
地
で
あ
る
黒

潮
町
の
事
業
を
参
考
に
、
当

町
も
し
っ
か
り
防
災
対
策
に

そ
の
他
の
質
問

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

◦
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

◦
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
体

制
整
備
事
業
に
つ
い
て

◦
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

◦
障
害
者
優
先
調
達
法
に
つ

い
て

カ
ル
テ
の
作
成
は

整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
　
町
長

山本周也 議員

答
町
長　

町
行
事
な
ど

の
実
施
に
つ
い
て
、

合
併
の
効
果
を
含
め
、
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
り
、
今
後
を

展
望
す
る
機
会
で
あ
る
と
捉

え
、
総
合
計
画
で
あ
る
「
絆

プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
の
中
で

も
検
討
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
10
周
年
に
関

わ
る
町
行
事
の
実
施
に
つ
い

て
、
町
全
体
で
町
民
の
皆
様

と
共
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

現
在
、町
広
報
誌
な
ど
で
、

委
員
を
募
集
し
、
事
業
実
施

に
あ
た
り
、
財
源
も
含
め
検

討
し
て
い
く
。

記
念
行
事
開
催
は

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
　
町
長

来年合併 10 周年

問
来
年
の
合
併
10
周
年

に
向
け
て
な
ん
ら
か

の
町
行
事
の
企
画
は
。
合
併

の
効
果
が
ど
れ
だ
け
発
揮
さ

れ
た
か
検
証
し
、
公
表
し
て

は
。ま

た
、
合
併
成
果
を
町
民

に
還
元
で
き
な
い
か
検
討
を
。

問
議
員
視
察
研
修
に
て

34
．
４
ｍ
の
最
大
津

波
高
が
推
計
さ
れ
た
高
知
県

黒
潮
町
を
訪
問
。
黒
潮
町
で

は
犠
牲
者
ゼ
ロ
発
信
に
欠
か

せ
な
い
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

「
世
帯
別
津
波
避
難
カ
ル
テ
」

を
作
成
し
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の

こ
と
を
参
考
に
し
て
は
。

議員視察先（黒潮町）



－ 10 －

一
般
質
問

田中喜一郎 議員

答
町
長　

発
電
事
業
と

し
て
は
、
町
内
に
あ

る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
原
料

と
し
た
メ
タ
ン
発
電
を
行
い
、

発
電
全
量
を
国
の
固
定
価
格

買
取
制
度
を
活
用
し
た
売
電

事
業
を
行
う
予
定
。

ま
た
、
発
生
し
た
排
熱
を

活
用
し
、
温
室
栽
培
等
へ
の

活
用
を
図
る
ほ
か
、
ア
ミ
ノ

酸
肥
料
の
製
品
開
発
と
販
売

を
計
画
し
、
新
規
農
業
者
の

創
出
と
農
業
漁
業
振
興
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

非
常
時
の
施
設
活
用
に
つ

い
て
は
、
今
後
地
域
計
画
を

策
定
し
、
発
生
す
る
メ
タ
ン

ガ
ス
を
防
災
拠
点
へ
の
運
搬

車
両
や
発
電
、
調
理
器
具
に

活
用
す
る
な
ど
、
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
と
し
て
地
域
の

強
靭
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

バイオマス事業は

導入可能性調査を検討　町長

問
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

な
か
で
、
メ
タ
ン
発

電
は
当
町
に
最
適
な
発
電
事

業
で
、
売
電
収
入
だ
け
で
な

く
関
連
事
業
、
今
後
の
展
開

が
期
待
で
き
る
事
業
と
考
え

て
い
る
。

９
月
に
開
催
さ
れ
た
知
事

と
の
対
談
に
も
あ
っ
た
が
、

メ
タ
ン
発
電
の
排
熱
利
用
に

つ
い
て
の
計
画
と
は
。ま
た
、

非
常
時
（
大
地
震
に
よ
る
被

災
後
）
の
メ
タ
ン
発
電
施
設

等
の
活
用
予
定
は
。

期待の新エネルギー

問
住
民
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
住
民
同
士
の

支
え
合
い
に
よ
る
見
守
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
民
と

行
政
が
連
携
し
た
、
高
齢
者

見
守
り
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
、
当
町
が
考
え
る
課
題
・

今
後
の
進
め
方
は
。

答
町
長　

秋
よ
り
商
工

会
か
ら
作
成
さ
れ
た

事
業
案
を
、
行
政
と
と
も
に

検
討
し
て
い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
聞
い
て
い
る
。
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
と

行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

高
齢
者
の
見
守
り
は

地
域
に
期
待
　
町
長

いつまでも笑顔で
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一
般
質
問

問
町
民
体
育
祭
は
地
域

間
の
大
事
な
交
流
の

場
だ
と
思
う
。
当
日
が
雨
で

中
止
の
場
合
や
、
区
の
対
抗

競
技
内
容
は
ど
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
る
か
。

答
町
長　

雨
天
に
よ
る

順
延
・
延
期
と
な
る

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
の
確

保
が
で
き
な
い
、
各
種
対
抗

競
技
に
お
い
て
、
出
場
者
確

保
が
難
し
い
な
ど
と
い
っ
た

理
由
に
よ
り
、
雨
等
で
実
施

で
き
な
い
場
合
は
、
今
年
度

の
町
民
体
育
祭
は
中
止
と
し
、

順
延
・
延
期
は
し
な
い
こ
と

と
す
る
。

区
対
抗
競
技
の
内
容
は
、

綱
引
き
、大
縄
跳
び
、リ
レ
ー

の
三
種
目
。
今
年
の
地
区
対

抗
競
技
は
、
旧
町
村
単
位
で

６
つ
の
地
区
に
分
か
れ
、
順

位
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
得
点
を

つ
け
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

【
地
区
対
抗
６
地
区
】

五
ヶ
所
・
神
津
佐
地
区

穂
原
地
区

南
海
地
区

宿
田
曽
地
区

鵜
倉
・
中
島
地
区

吉
津
・
島
津
地
区

雨天の場合は

順延・延期はしない　町長

問
町
所
有
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
は
、
町
内
の
行

事
な
ど
で
住
民
が
利
用
す
る

場
合
が
多
く
、
２
つ
の
庁
舎

に
一
台
ず
つ
置
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
管
財
営
繕
課
長　

当

町
が
所
有
し
て
い
る

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
１
台
で
あ

り
、
南
島
庁
舎
に
て
保
管
し

て
い
る
。
購
入
時
の
平
成
５

年
よ
り
21
年
経
過
し
て
い
る

が
、
今
後
も
適
切
に
維
持
管

理
を
行
い
運
行
し
て
い
く
。

ま
た
、
利
用
状
況
と
し
て
、

平
成
25
年
度
で
各
種
団
体

１
２
８
回
２
，
２
４
５
名
が

利
用
し
て
い
る
が
、
事
前
に

予
約
状
況
を
知
る
こ
と
に
よ

り
南
勢
・
南
島
両
地
区
で
の

住
民
の
利
用
に
支
障
の
な
い

よ
う
配
置
し
て
い
る
。
人
数

が
多
い
場
合
で
も
町
所
有
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
併
用
し
支

障
な
く
運
行
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
増
台
は

一
台
で
も
十
分
　
管
財
営
繕
課
長

澤村圭也 議員

ひとつになって頑張る

町のマイクロバス
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一
般
質
問

海の環境対策は

みえ森と緑の県民税で　町長

問
今
後
の
風
水
害
対
策

に
つ
い
て
、
減
災
に

つ
な
が
る
歯
止
め
策
を
ど
の

よ
う
に
講
じ
る
の
か
。
ま
た

県
の
補
助
制
度
を
利
用
し
た

対
策
は
。

答
町
長　

現
在
、
当
町

が
県
と
の
間
で
結
ん

で
い
る
契
約
は
、「
港
湾
施

設
維
持
補
修
事
業
委
託
」
で
、

内
容
は
海
岸
の
美
化
清
掃
・

環
境
整
備
で
あ
り
、
他
の
港

湾
の
契
約
内
容
と
は
異
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
こ
の
契
約
を
実
情

に
即
し
た
内
容
の
も
の
に
変

え
て
い
く
よ
う
、
県
当
局
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

河
川
上
流
域
の
倒
木
の
除

去
や
堆
積
土
砂
の
撤
去
に
つ

い
て
は
、「
み
え
森
と
緑
の

県
民
税
」
の
県
施
工
分
で
の

対
応
を
要
望
し
て
い
る
。

過酷な流木撤去

問
洪
水
・
土
砂
災
害
対

策
に
つ
い
て
人
的
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
準

備
・
計
画
を
実
践
し
て
き
た

か
。
ま
た
、
今
後
考
え
ら
れ

る
減
災
対
策
は
。

答
町
長　

砂
防
ダ
ム
の

建
設
や
河
川
改
修
工

事
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
に
よ

る
河
川
通
水
断
面
の
確
保
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に

は
、
予
算
が
伴
う
こ
と
も
あ

り
、
整
備
の
進
捗
が
図
り
に

く
い
の
が
現
状
。
ソ
フ
ト
面

と
し
て
は
、
土
砂
災
害
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
マ
ッ
プ
で
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
よ 

り
、

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
県
に
お
い
て
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
、 

土
石

流
危
険
渓
流
の
全
箇
所
の
基

礎
調
査
を
５
か
年
計
画
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
の
減
災
対
策

と
し
て
、
警
戒
避
難
の
住
民

へ
の
周
知
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

今年の避難訓練

掛橋　靖 議員

ま
た
、
町
と
し
て
も
、 

町

管
理
漁
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
た

漂
着
ゴ
ミ
の
処
分
費
用
を 

予
算
化
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

減
災
対
策
は

住
民
へ
の
周
知
な
ど
　
町
長
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一
般
質
問

岡田和夫 議員

答
町
長　

老
健
施
設
は

病
院
か
ら
自
宅
に
戻

る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を

行
う
施
設
で
あ
り
、
在
宅
復

帰
の
た
め
に
大
切
な
施
設
で

あ
る
。

介
護
施
設
と
医
療
と
の
連

携
は
、
老
健
施
設
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
介
護
施
設
を

医
療
と
の
連
携
で
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
地
域
包
括
ケ
ア
の

基
盤
に
な
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。

ま
た
、
新
し
い
町
立
病
院

の
機
能
と
し
て
「
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
」
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
は
医
療
と
介
護
が

連
携
し
て
そ
の
人
を
支
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
で
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
病

院
の
地
域
連
携
室
の
よ
う
な

機
能
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
。

サ ニ ー ロ ー ド

問
町
立
病
院
の
移
転
候

補
地
に
つ
い
て
震
災

の
際
に
「
想
定
外
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
言
っ
て
き
た
。
ま
た

「
孤
立
す
る
こ
と
は
絶
対
に

避
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
も

言
わ
れ
た
。
し
か
し
サ
ニ
ー

ロ
ー
ド
の
高
台
に
造
れ
ば
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
孤

立
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
。答

町
長　

造
成
工
事
に

つ
い
て
は
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
許
可
基
準
に
よ

り
設
計
を
行
い
、
県
の
許
可

に
よ
り
造
成
を
行
う
。

ま
た
、
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
拠
点
と
拠
点
を

結
ぶ
第
二
次
緊
急
輸
送
道
路

と
な
っ
て
お
り
、
災
害
時
に

優
先
的
に
使
用
す
る
道
路
で

あ
る
。

こ
の
道
路
沿
い
に
は
、
県

に
よ
り
※
道
路
啓
開
等
の
た

め
の
基
地
の
整
備
も
実
施
中

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
が
発
生
す
れ
ば
優
先
的

に
※
道
路
啓
開
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
孤

立
す
る
こ
と
の
少
な
い
候
補

地
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
当
町
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
保
・

医
・
介
の
一
元
化
の
計
画
に

つ
い
て
、
老
健
施
設
が
地
域

包
括
ケ
ア
の
中
で
果
た
す
役

割
は
。
ま
た
、
医
療
と
介
獲

の
連
携
・
一
元
化
に
お
い
て
、

ど
の
介
護
施
設
が
医
療
と
の

連
携
役
に
な
る
の
か
。

一
元
化
は

連
携
で
考
え
る
　
町
長

◦
別
在
地
の
水
間
題
と
町
の

活
性
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

移
転
候
補
地
は

孤
立
す
る
こ
と
は
少
な
い
　
町
長

※
道
路
啓
開
と
は
…

被
災
に
よ
り
道
路
が
ガ
レ

キ
な
ど
で
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
っ

た
時
、
そ
の
ガ
レ
キ
を
取
り

除
い
た
り
、
簡
易
な
段
差
修

正
を
し
た
り
し
て
最
低
限
の

ル
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
。
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一
般
質
問

中山　盛 議員

問
町
立
病
院
高
台
移
転

に
つ
い
て
、
病
院
外

の
関
連
施
設
の
併
設
は
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
病
院

の
経
営
対
策
は
。

答
町
長　

病
院
と
し
て

の
従
来
的
な
機
能
に

加
え
て
町
民
の
健
康
づ
く
り

や
在
宅
支
援
、
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
連
携
の
た

め
に
調
整
を
行
う
機
能
や
、

町
民
の
相
談
を
受
け
る
機
能
、

ま
た
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

の
機
能
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

病
院
の
経
営
対
策
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
に
民
間
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
と
契
約

を
結
び
、
病
院
新
築
移
転
に

向
け
て
、
当
町
の
将
来
の
人

口
動
態
や
受
療
動
向
、
ま
た

こ
の
地
域
の
医
療
事
情
等
を

総
合
的
に
調
査
す
る
と
と
も

に
、
経
営
的
な
側
面
か
ら
も

分
析
を
加
え
、
新
築
高
台
移

転
後
の
経
営
計
画
策
定
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
結
果
も

踏
ま
え
、
建
設
の
条
件
が

整
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
病
院

及
び
役
場
関
係
課
で
調
整
し

な
が
ら
経
営
対
策
を
す
る
。

必要な防災拠点へ

万全な体制を

問
地
震
・
津
波
・
風
水

害
の
緊
急
時
に
お
け

る
協
定
書
を
町
内
関
連
業
者

と
締
結
し
て
は
。

答
町
長　

災
害
時
に
お

け
る
協
定
は
、
災
害

後
に
迅
速
な
応
急
対
策
や
支

援
を
得
ら
れ
る
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
協
定
を

推
進
し
て
い
る
。

現
時
点
で
、
26
の
協
定
を

締
結
し
、
応
援
の
協
定
が
14
、

支
援
の
協
定
が
12
と
な
っ
て

い
る
。
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、

ほ
と
ん
ど
が
町
外
の
関
係
団

体
と
の
協
定
と
な
っ
て
お
り
、

町
内
の
み
の
関
係
団
体
は
４

つ
の
協
定
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
関
連
業
者
に
つ
い
て

は
、
被
災
す
る
こ
と
も
検
討

し
、
協
力
可
能
な
業
者
を
災

害
協
力
団
体
と
し
て
今
後
協

定
締
結
可
能
か
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く
。

関
連
施
設
の
併
設
は

具
体
的
な
協
議
を
行
う
　
町
長

町
内
関
連
業
者
と

検
討
す
る
　
町
長
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一
般
質
問

東　伊久雄議員

問
最
近
人
家
近
く
へ
の

獣
の
出
没
が
増
え
、

販
売
農
家
よ
り
家
庭
菜
園
に

多
く
の
被
害
が
目
立
っ
て
い

る
。
こ
の
様
な
事
実
を
踏
ま

え
た
戦
略
的
な
見
直
し
は
。

答
町
長　

当
町
に
お
い

て
も
高
齢
化
や
人
口

減
少
等
に
よ
り
、
人
家
近
く

の
耕
作
地
や
放
任
果
樹
が
増

加
し
て
お
り
、
有
害
獣
に

と
っ
て「
魅
力
的
な
餌
場
」と

な
っ
て
い
る
。

安 心 を

そ
こ
で
、
町
で
は
、「
人

里
や
里
山
に
有
害
獣
を
近
づ

け
さ
せ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に

集
落
単
位
で
の
獣
害
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も
す

で
に
９
集
落
で
実
施
し
た
。

こ
こ
で
学
ん
だ
「
餌
場
を
作

ら
な
い
」こ
と
や「
正
し
い
追

い
払
い
方
法
」
を
集
落
ぐ
る

み
で
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
獣
害
対
策
の
一
環

と
し
て
、
被
害
に
苦
し
ん
で

お
ら
れ
る
方
が
、
自
ら
が
有敵もサルもの

問
本
年
４
月
よ
り
「
み

え
森
と
緑
の
県
民
税
」

が
導
入
さ
れ
当
町
で
も
竹
林

整
備
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
市
町
に
よ
る
取

り
組
み
例
の
災
害
に
強
い
森

林
づ
く
り
の
一
部
で
あ
る

が
、
次
年
度
に
向
け
当
町
と

し
て
も
土
石
流
の
防
災
等
を

踏
ま
え
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
は
。

そ
の
他
の
質
問

◦
閉
校
と
な
っ
た
学
校
施
設

の
活
用
に
つ
い
て

戦略の見直しは

集落ぐるみで　町長

害
獣
を
捕
獲
す
る
よ
う
、
狩

猟
免
許
助
成
に
加
え
捕
獲
檻

の
購
入
補
助
も
行
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
里
山
・
人
里
に
出
没
す
る

有
害
獣
を
捕
獲
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
町
長　

今
年
度
、
町

事
業
で
は
県
民
税
市

町
交
付
金
を
活
用
し
放
置
竹

林
の
伐
採
整
備
を
予
定
し
て

い
る
。

来
年
度
以
降
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
決
ま
っ

て
い
な
い
。
み
え
森
と
緑
の

県
民
税
は
、
県
が
実
施
す
る

「
土
砂
や
流
木
を
出
さ
な
い

森
林
づ
く
り
」
や
町
が
実
施

す
る
「
暮
ら
し
に
身
近
な
森

林
づ
く
り
」
ま
た
、
双
方
が

実
施
可
能
な
「
森
を
育
む
人

づ
く
り
」や「
木
の
薫
る
空
間

づ
く
り
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
に
活
用
で
き
る
。
今
回

の
台
風
11
号
に
よ
る
漁
港
・

港
湾
へ
の
被
害
も
踏
ま
え
た

上
で
、
県
事
業
と
町
事
業
の

色
分
け
を
し
っ
か
り
行
い
、

ま
た
、
そ
の
他
の
用
途
も
検

討
す
る
な
か
で
、
県
民
税
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

土
石
流
対
策
は

県
民
税
の
有
効
活
用
を
　
町
長
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四国方面
「産業の活性化」・「防災のまち
づくり」・「議会活性化」

７
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で

の
３
日
間
、「
産
業
の
活
性

化
」・「
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
」・「
議
会
の
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
に
愛
媛
県
・
高
知
県

を
視
察
訪
問
し
ま
し
た
。

■
道
の
駅

　

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

か
ら
り

町
内
の
約
６
割
が
伊
勢
志

摩
国
立
公
園
に
属
し
、
県
下

一
の
漁
獲
高
を
誇
る
新
鮮
な

海
の
幸
や
マ
ダ
イ
や
マ
グ
ロ

の
養
殖
、
県
下
一
の
生
産
量

と
い
わ
れ
る
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、

高
品
質
の
温
州
み
か
ん
に
代

表
さ
れ
る
柑
橘
類
な
ど
、
海

や
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
当
町

に
と
っ
て
、
直
販
施
設
は
待

望
の
も
の
で
す
。
農
林
水
産

分
野
で
先
進
的
か
つ
ユ
ニ
ー

ク
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

愛
媛
県
内
子
町
「
内
子
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
内
子
町

は
人
口
約
１
７
，
０
０
０
人

の
、
典
型
的
な
中
山
間
地
域

で
、
農
林
業
が
主
た
る
産
業

の
町
で
す
。
中
山
間
地
域
で

大
規
模
農
業
が
で
き
ず
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

か
ら
り
」
で
は
、
販
売
品
は

す
べ
て
町
内
産
に
こ
だ
わ
り
、

多
品
目
か
つ
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
を
目
指
し
な
が
ら
、
農
業

で
も
儲
か
る
仕
組
み
を
創
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、当
初
４
，０
０
０
万
だ
っ

た
売
り
上
げ
は
、
立
ち
上
げ

か
ら
15
年
目
の
今
で
は
７
億

に
な
り
、
年
間
60
万
人
が
訪

れ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
の

視
察
を
終
え
て
、
一
次
産
業

に
従
事
す
る
方
の
所
得
を
向

上
さ
せ
る
可
能
性
を
感
じ
ま

し
た
。

■
黒
潮
町
に
て

高
知
県
黒
潮
町
は
、
人
口

約
１
２
，５
０
０
人
の
町
で
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
最

悪
被
害
想
定
で
は
、
最
大
震

度「
７
」の
揺
れ
が
２
～
３
分

継
続
し
、
津
波
到
達（
１
ｍ
）

時
間
８
分
、
最
大
津
波
高

34
・
４
ｍ
、
人
的
被
害
２
，

３
０
０
人
、
１
日
後
の
避
難

者
数
１
０
，
０
０
０
人
、
町

内
61
集
落
の
内
40
集
落
が
津

波
被
害
の
可
能
性
あ
り
と
、

防
災
上
大
変
厳
し
い
数
字
が

示
さ
れ
た
町
で
す
。
あ
く
ま

で
最
悪
数
値
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま

れ
る
よ
う
な
結
果
を
う
け
、

「
避
難
放
棄
者
」を
出
さ
な
い

と
い
っ
た
基
本
思
想
の
下「
あ

き
ら
め
な
い
、
揺
れ
た
ら
逃

げ
る
、
よ
り
速
く
、
よ
り
安

全
な
と
こ
ろ
へ
～
犠
牲
者
ゼ

ロ
の
ま
ち
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に「
防
災
・
減
災
対
策
」を

進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
黒

潮
町
が
作
成
し
て
い
る
、「
戸

別
避
難
カ
ル
テ
」
は
当
町
で

も
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
町
職
員
を
町
内

61
集
落
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
を
細
分
化
し
、

具
体
的
な
対
策
に
反
映
し
て

い
る
取
り
組
み
な
ど
、
学
ぶ

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

■
中
土
佐
町
に
て

高
知
県
中
土
佐
町
は
、「
海

の
ま
ち
」
中
土
佐
町
と
「
山
の

む
ら
」
大
野
見
村
が
合
併
し
誕

生
し
た
、
人
口
約
７
，６
０
０

人
の
町
で
す
。
町
の
特
色
と

し
て
は
、「
海
の
ま
ち
」中
土

佐
地
区
は
、
土
佐
の
一
本
釣

り
で
有
名
な「
鰹
」に
代
表
さ

れ
る
漁
業
や
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
た
ハ
ウ
ス
園
芸
が
盛

ん
で
、
町
１
０
０
％
出
資
の

宿
泊
施
設
を
備
え
た
『
黒
潮

本
陣
』や
、
地
域
の
台
所『
大

正
市
場
』
や
久
礼
八
幡
宮
等

の
観
光
資
源
が
あ
り
、
年
間

35
万
人
が
訪
れ
る
、
商
業
の

中
心
地
で
も
あ
り
ま
す
。「
山

の
む
ら
」
大
野
見
地
区
は
、

四
万
十
川
の
源
流
域
で
あ
り
、

米
や
ヒ
ノ
キ
、
花
木
、
畜
産
な

ど
の
一
次
産
業
が
中
心
で
す
。

中
土
佐
町
は
、
最
大
ク
ラ

ス
の
地
震
・
津
波
に
対
応
し

う
る
各
種
施
設
の
整
備
を
最

大
の
行
政
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
中
で
も

海
岸
部
、
久
礼
地
区
に
建
設

さ
れ
た
、
津
波
か
ら
の
避
難

困
難
地
区
を
解
消
す
る
た
め

の
避
難
タ
ワ
ー
を
視
察
し
ま

し
た
。こ
の
タ
ワ
ー
は
４
０
０

人
を
収
容
し
た
上
で
最
大
級

の
揺
れ
や
津
波
に
も
耐
え
ら

れ
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

ス
ロ
ー
プ
や
階
段
、
ゴ
ン
ド

ラ
や
、
近
く
の
商
業
施
設
駐

車
場
か
ら
の
接
続
路
な
ど
を

備
え
、
多
様
な
避
難
行
動
が

と
れ
る
タ
ワ
ー
で
し
た
。
人

命
を
守
る
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
参
考
に
な
る
施
設
で
し

た
。
ま
た
、
防
災
対
策
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
基
幹
産
業

で
あ
る
漁
業
を
基
盤
と
し
、

「
地
元
の
幸
」の
商
品
化
に
よ

り
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

る
久
礼
大
正
市
場
も
視
察
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
農
業
関
係

で
も
、
施
設
利
用
型
農
業
、

土
地
利
用
型
農
業
の
成
功
事

例
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
防
災
だ
け
で
な
く
、

一
次
産
業
が
基
幹
産
業
の
町

で
の
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

■
本
山
町
に
て

高
知
県
本
山
町
は
県
北
部

中
央
に
あ
り
、
人
口
約
４
，

０
０
０
人
の
、
農
林
業
中
心

の
町
で
す
。
こ
の
町
を
視
察

し
た
の
は
、
当
町
議
会
も
現

在
、
議
会
改
革
に
向
け
て
動

い
て
い
ま
す
が
、
本
山
町
は

議
会
が
活
発
に
動
い
て
い
る

た
め
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
議
員
の
資
質
が
問
わ

れ
る
な
か
、
議
会
基
本
条
例

制
定
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
課

題
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
、「
全
て

は
町
民
の
た
め
」と
い
っ
た
、

議
員
と
し
て
の
重
責
を
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
本
山
町
で
は
若
い

人
が
議
員
と
な
り
、
町
の
た

め
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
議
員
報
酬
を
上
げ

た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
各

市
町
に
お
い
て
、財
政
事
情
、

議
員
報
酬
に
対
す
る
考
え
は

さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。
し
か

し
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
意
見

を
、
町
政
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
す
る
取
り
組
み
は
、
見
習

う
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

道の駅 からり

中土佐町の防災タワー

議会改革先進地

議員行政 視察レポート議員行政 視察レポート
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東北方面
「自立のまちづくり」・「保健・医療・福祉・介護の
一元化」・「保健・医療・福祉を一体化した施設」

７
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
、

新
潟
県
・
山
形
県
を
回
り
、

新
潟
県
の
関
川
村
で
は
「
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
山
形
県
の
小
国
町
で
は

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
一
元
化
」
に
つ
い
て
、

最
上
町
で
は「
保
健
・
医
療
・

福
祉
を
一
体
化
し
た
施
設
」

に
つ
い
て
視
察
し
て
き
ま
し

た
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

自
立
に
向
け
た
む
ら
づ
く
り

の
た
め
に

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

視
察
初
日
、
仙
台
空
港
よ

り
１
７
３
キ
ロ
車
で
移
動
し
、

新
潟
県
は
山
間
の
中
に
あ
る

関
川
村
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

関
川
村
は「
平
成
の
大
合
併
」

の
な
か
で
、
近
隣
の
市
町
と

合
併
を
せ
ず
、
村
と
し
て
自

立
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
合

併
し
た
当
町
と
は
立
ち
位
置

こ
そ
違
い
ま
す
が
、「
自
立

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
工

夫
は
、
参
考
に
し
た
い
点
が

と
て
も
多
い
町
で
す
。

山
間
の
村
の
た
め
、
当
町

と
同
じ
く
少
子
高
齢
化
問
題

は
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
行
事

が
縮
小
・
中
止
す
る
こ
と
を

い
ち
早
く
問
題
視
し
、
村
外

よ
り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す
る
事
業
を
拡
大
さ

せ
ま
し
た
。

毎
年
、
社
会
人
や
近
隣
の

大
学
か
ら
数
百
人
と
い
う
学

生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

呼
び
込
み
、
地
域
の
除
草
作

業
か
ら
、
ま
つ
り
行
事
ま
で

様
々
な
こ
と
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
副
村
長
は
「
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
づ

く
り
を
目
指
し
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
職
員
全
員
が
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
。」と
胸
を

は
っ
て
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
職
員
の
給
与
も
地
域
で

最
低
設
定
で
す
が
、
住
民
の

満
足
度
を
最
高
に
す
る
た

め
、
住
民
と
の
関
わ
り
を
重

要
視
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
村
内
を
さ
ら
に
旧
村

単
位
で
わ
け
、
各
地
区
で
の

状
況
や
要
望
を
細
か
い
部
分

ま
で
職
員
に
聞
き
取
り
さ
せ

て
、
行
政
と
情
報
交
換
を
怠

ら
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
村
の
説
明
を
受

け
た
後
、
私
た
ち
議
員
が
質

問
し
た
内
容
に
つ
い
て
も
、

ほ
ぼ
即
答
で
数
字
や
状
況
、

考
え
等
を
回
答
す
る
副
町
長

に
は
驚
か
さ
れ
、
行
政
の
向

上
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
成
果
を
あ
げ
る
町

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

視
察
２
日
目
の
小
国
町
で

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
た
県
内
の

自
治
体
病
院
の
役
割
に
つ
い

て
、
同
町
立
病
院
で
話
を
聞

き
ま
し
た
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
予

想
を
上
回
る
速
度
で
進
行
し

て
い
る
中
、
住
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
自
治
体
病

院
の
機
能
強
化
・
連
携
の
在

り
方
等
を
考
え
る
小
国
町
で

は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
等
の
施

設
一
元
化
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

病
院
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
、
老
人
保
健
施
設
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
一
か
所
に

集
め
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
。
ま
た
在
宅

高
齢
者
の
支
援
充
実
に
診
療

機
能
を
生
か
し
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
の
予
防
医
学
面
も
充

実
さ
せ
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
健
康
管
理
を
病
院
が
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

一
か
所
に
関
連
施
設
を
ま

と
め
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の

な
い
ケ
ア
（
シ
ー
ム
レ
ス
ケ

ア
）
連
携
が
密
に
取
れ
、
経

営
の
効
率
化
に
も
役
立
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
現
在
は

経
常
黒
字
化
を
目
指
し
、
毎

年
目
標
達
成
に
向
け
て
職
員

一
丸
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
眼
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、

歯
科
を
25
年
度
よ
り
新
た
に

開
設
し
た
の
は
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
病
院
の

利
用
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
た

め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
、

町
立
と
し
て
病
院
規
模
を
縮

小
せ
ず
生
か
す
た
め
に
は
、

多
く
の
努
力
と
知
恵
を
出
し

合
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
感
じ
た
小
国
町
立
病

院
で
し
た
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

町
民
の
笑
顔
と
健
康
を

実
現
す
る
た
め
の
病
院

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

最
終
日
の
最
上
町
で
も
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

の
一
元
化
を
重
視
し
、
小
国

町
同
様
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
に
精
を
出
し
て

い
ま
し
た
。
特
に
町
民
の
健

康
意
識
づ
く
り
に
町
を
あ
げ

て
取
り
組
み
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
は
本
格
的
な
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ル
ー
ム
を
完
備
し
、
ま

た
同
複
合
施
設
内
に
は
多
目

的
ル
ー
ム
や
温
泉
施
設
ま
で

あ
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
新
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
町
立
病
院
に

関
し
て
も
、
町
民
の
生
命
を

守
れ
る
こ
と
を
第
一
に
、
お
年

寄
り
か
ら
小
さ
な
子
ど
も
ま

で
幅
広
い
方
の
健
康
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
施
設
が
必
要
だ
と

強
く
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

自立のまちづくり（関川村）

一元化先進地（小国町）

最 上 町

議員行政 視察レポート議員行政 視察レポート
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■母と二人で…

防災対策についてあれこれ語られて
いますが、災害弱者の要援護者対策に
ついてはあまり議論されていない様に
感じます。
地震が起こったら、私一人で寝たき
りの母を連れて避難することは無理だ
と思います。またその時、母を置き去
りにして私一人だけ逃げることも出来
ません。周りの人を危険にさらしてま
で助かりたいとは思いませんが、今、
津波警報が出たらと考えると不安でな
りません。

（50代女性）

■新しい友達（^^）

今年から小学生の子どもが南勢小
学校へ通学することになり、毎日バ
スに乗って通っています。他の地域
の同級生とはすぐお友達になれたよ
うなので安心していますが、閉校し
た近所の小学校で遊べなくなるなど
の不満もあります。
私自身も通った母校がなくなった
のは寂しいことですが、親となった
今では子どもたちには色々な子に揉
まれて強く大きくなって欲しいと
願っています。

（30代女性）

■どこが安全か…

最近、集中豪雨の発生が増え、
どこに避難したらいいものか考
えてしまう。地震・津波と違っ
て山の避難所へ行くことはでき
ないし、地区によっては公民館
も安全とはいえない。人的被害
を最小限に抑えるため避難経路
も含めて安全確保できる場所を
用意してもらいたい。

（70代男性）

あなたも
つぶやきませんか？

どんなことでも大丈夫です
（^^）/
みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを
200字程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164

つぶやきつぶやき
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■自慢のわがまち
我が家の窓から見える朝日、す
ごいステキなんです。向こう岸の
集落から見える夕日もきっとキレ
イなんでしょうね。
町中の朝日のキレイな所とか教
えてもらって見てまわりたいもの
です。そして他町の人に自慢した
いな。車で何時間もかけて走らな
くっても、身近にこーんなキレイ
な所がいっぱいあるんだよ～エヘ
ンってね。誰か私の代わりに写真
を撮ってください。

（30代女性）

■ほんとうに怖いんやけど…

「さぁーっ」っていう時が怖い
んさ！大津波がきたらここの神前
は逃げるとこが遠いんさ。墓（※
神前霊園）までよう逃げんわな。
ほんで神前の避難場所は、各組長
さんや消防団、地元の議員さんも
出会いで出てくれて、ええように
整備してくれとるけど、私ら年寄
りはよう上りません。コンクリー
トで階段と鉄の手すり付けてもら
わなあかんわ。ほんで、役場（※
南島庁舎）の前の山に階段付けて
くれやなあかんさ！

（70代女性）

■漁師の町なのに…
うちの子ども（小学生）は海が大
好きで、休みには市場や船着き場で、
釣りや網で友だちと遊んでいます。
でも最近はどうも行ってないみたい
で、当然ですが、学校では駄目と言
われているんで、他の友だちから注
意や告げ口されるらしいです。地元
の漁師さんは、「気を付けなよ！落
ちたら何かにつかまれ！声出すんや
ぞ！」とか、いろいろ話しかけてく
れるそうです。もっと自由に遊ばせ
たいです（^^）

（30代女性）

みんなのみんなの
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議会を傍聴しませんか
12月定例会が開催されます。
開催は12月9日～ 12月16日の予定です。
ぜひ傍聴してください。
（当日、総務課で受付をしてください）

町内のがんばっている人を紹介します！

南島ＷＥＳＴミニバスケットボールスポーツ少年団
設　立　　2000年　　　団員数　　12名

【主な活動】　練習／週３回
　　　　　　火・金　午後７時～午後９時
　　　　　　　　　　南島体育センター（村山）
　　　　　木　　　午後７時～午後９時
　　　　　　　　　南島東小学校体育館（東宮）

※試合日に合わせて練習日が多くなる時があります
試合／年間予定　選抜大会・東海大会・三重県交歓大会・全国大会
　　　　　　　　練習試合

南島地区で４つあったミニバスケットチームも、子どもたちの減少と小学校の合併で、現在の
１チームだけになってしまいました。南島西小学校と南島東小学校の子どもたちが、一緒になっ
て練習に頑張っています。ミニバスケットのモットーは、友情・ほほえみ・フェアプレイの精神
によっておこなわれることにあります。指導者から競技のルールや約束ごとを学んでもらい、プ
レイヤーとして規律を正しく理解することによって、スポーツを通じて喜びや楽しさをおぼえて
ほしいと思っています。また、他チームとの交流で、たくさんの友だちと出会えることもスポー
ツならではの大きなメリットと思っています。私たちのチームは現在少人数ですが、みんなで仲
良く練習に励んでいます。目標はみんなで頑張って、大会での上位入賞、県大会出場です。

【現在部員を大募集しています！】
１年生～６年生の女の子（^^）私たちと一緒にミニバスやりませんか！？
楽しいですよ！見学大歓迎！待っています！

【連絡先】　長井文夫　090-2610-1508	 中井みち代　090-7313-9420

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで
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